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避難所の応急危険度判定実施要領 

制定 令和２年４月１日 

改訂 令和３年４月１日 

１ 目的 

  この実施要領は、平成 26 年 10 月 10 日に６町村と（公社）長野県建築士会木曽支部に

おいて締結した、「避難所の災害時における応急危険度判定の協力に関する協定書」第４

条に規定する事前計画に位置付けるものとし、避難所等の判定活動において必要な事項

をあらかじめ定め、判定活動を迅速かつ的確に実施することを目的とする。 

 

２ 判定活動における注意事項 

 ○判定については、「被災建築物応急危険度判定マニュアル（長野県建設部監修）」により

実施する。 

○判定活動は、地震発生から 24 時間以内のできるだけ早期に終了することを目標として

行う。ただし、諸事情によりこれによれない場合は、町村の災害対策本部の指示により

行うものとする。 

 ○夜間の判定は、危険であり正確な判定も難しいため実施しない。 

 ○判定活動は作業時の危険回避や判断の的確さを向上させるため、２名以上で実施する。 

 ○町村で用意した判定資機材は必ず返却する。 

 

３ 判定資機材 

  判定で使用する資機材は、次のとおり分担する。 

町村で準備するもの 判定士が準備するもの 

資機材 資機材 備考 

腕章 判定士登録証 必ず持参 

判定調査表 判定手帳  〃 

判定ステッカー（赤・黄・緑） ヘルメット  〃 

コンベックス 筆記用具  〃 

下げ振り 資機材を入れる物  〃 

ハンマー 携帯電話  〃 

バインダー 雨具 持参が望ましい物  

ガムテープ マスク  〃 

油性マジック 非常食  〃 

軍手 ペンライト あると便利な物 

判定士登録証入れ（名札ケース） ホイッスル  〃 

地図   

判定施設一覧（あれば図面）   



- 2 - 
 

４ 判定活動概要 

（１）判定活動のフロー 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）避難所等応急危険度判定対策本部の設置 

長野県建築士会木曽支部は、震度５強以上の地震が発生した場合即座に、また地震が

発生し町村災害対策本部（応急危険度判定実施本部）（以下「実施本部」という。）から

協力要請があった場合は、避難所等応急危険度判定対策本部（以下「対策本部」という。）

を設置する。 

対策本部は、支部長、副支部長、防災委員長及び事務局で構成する。 

 

＜対策本部の主な業務＞ 

・判定活動の状況把握 ・・・判定活動に支障が生じた場合等の対応を検討 

・補償制度摘要の準備 ・・・判定活動参加者一覧を整備し、木曽建設事務所へ提出 

・判定結果の取りまとめ・・・判定結果を取りまとめて、実施本部へ提出 

 

（３）応急危険度判定の協力要請 

実施本部は、被害状況から応急危険度判定が必要と判断した場合は、対策本部に判

定を要請する。 

対策本部への連絡は、基本的に士会木曽支部事務局へ第一に行い、不通の場合、支

避難施設 

 

避難所等応急危険度判定 
対策本部設置 

三役・防災委員長及び事務局 

で構成 

 

地震発生 
※震度５強以上 

被害発生 

※判定実施要請 

（対策本部） 

◎参集 

判定結果報告 

◎結果報告 

応急危険度判定士 
（各地区担当者） 

※震度 5 強以上の地震、判定実施

要請があった場合に設置 

※あらかじめ定められた 

参集場所に向かう 

◎避難施設所へ 

建築士会木曽支部 

町  村 

災害対策本部設置 

（判定実施本部） 

※判定活動決定後、判定実施

を士会支部対策本部に要請 

【参集場所】 
※資機材調達 

判定施設確認 

・・・etc 

◎判定実施 

資機材 

準備 
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部長、防災委員長、副支部長（２名）の順に行う。（連絡先等詳細は別途指定。） 

要請を受けた対策本部は、該当する地区の地区担当者へ参集日時・参集場所・その

他判定に必要な事項を連絡し、判定の完了報告も対策本部より行う。（（６）の結果報告

の項も参照のこと） 

 

（４）判定準備 

実施本部は参集場所に資機材を用意し、判定士（班長）に渡すと共に、以下の内容

等を伝達する。 

＜伝達事項＞ 

・判定を実施する避難所（優先順位があればその順番） 

・避難所周辺の被害情報（※） 

・避難所までの道路状況（被害情報があればそれらも） 

※被害情報については、その時点において、災害対策本部で把握している情報を伝達

するものとし、新たな情報が入り、それらが判定に影響するものについては随時判

定士に連絡を取り、提供するものとする。 

 

（５）参集 

各地区担当者は、震度５強以上の場合は早急に、又は班長から連絡があった場合、

町村ごとにあらかじめ定められた参集場所に集合する。 

班長は班員の参集状況を鑑み、判定活動に支障の恐れがある場合は、対策本部に応

援を要請する。 

 

（６）結果報告 

各地区班長は、判定が完了する毎に速やかに対策本部に以下の内容について速報す

る。なお、判定結果がレッド又はイエローとなった場合は、その状況についても併せて

報告する。 

報告においては、メールやメッセージアプリ等文字通信を優先的に活用し、状況や

必要に応じて電話を用いることとする。 

対策本部は速報された判定結果を取りまとめ、実施本部へ報告する。 

判定調査表、判定実施者一覧表については、後日改めて実施本部へ提出する。 

＜速報 例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○判定施設：○○町 

△△公民館 

○判定日時：3/12 13:30 

○判定結果：調査済 

 

○判定施設：△△村 

○センター 

○判定日時：3/13 15:15 

○判定結果：要注意 

○注記：南面外壁にひび割

れがあり、要注意 

 

○判定施設：××町 

○○体育館 

○判定日時：3/14 16:30 

○判定結果：危険 

○注記：１階柱の傾斜が著

しく、危険 

例１ 例２ 例３ 
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５ 参集場所（各地区班員の参集場所は、対策本部又は班長が別途定めることができる） 

町村名 参集場所 

上松町 上松町庁舎 

南木曽町 南木曽町庁舎 

木曽町 木曽町庁舎 

木祖村 木祖村庁舎 

王滝村 王滝村庁舎 

大桑村 大桑村庁舎 

 

６ 各地区担当 

町村名 
地区担当 

班長 副班長 班 員 

上松町（７） 田島信久 織田三男 
奥畑末明、下平政生、馬留廣一、 

砂山巖、山下泰明、 

南木曽町（５） 松下栄拓 小倉保文 松下源親、大宮正志、永田温 

木曽町（1５） 田中克彦 中村一美 

谷本健一、山下岩男、村井忠善、 

福川功、野田和彦、田中和哉、 

古畑正美、中島哲哉、青木康弘、 

尾崎正道 

奥原貴和、奥原克也、山口久美子 

木祖村（８） 奥原史典 笹川政義 
西野寛樹、青木一、手塚和喜、 

平井則之、奥原祥樹、杉原和幸 

王滝村（４） 村上友紀 正澤勲 稲田優子、大畑稔 

大桑村（４） 千田豊二 細田博昭 久保寺好昭、奥野孝 

 

７ 判定避難所（※詳細は別添「避難所一覧」のとおり） 

町村名 避難所数 棟数 
構造別 必要な 

判定士数 W S RC(SRC) 

上松町 35 施設 35 棟 26 棟 ０棟 9 棟 （判定士 8） 

南木曽町 54 施設 54 棟 44 棟 4 棟 6 棟 （判定士 12） 

木曽町 94 施設 94 棟 69 棟 5 棟 20 棟 （判定士 20） 

木祖村 29 施設 29 棟 17 棟 4 棟 8 棟 （判定士 6） 

王滝村 15 施設 16 棟 9 棟 2 棟 5 棟 （判定士 4） 

大桑村 15 施設 15 棟 11 棟 １棟 3 棟 （判定士 4） 

計 242 施設 243 棟 17６棟 1６棟 51 棟 （判定士 54） 

※必要な判定士数は、１日当たり１組 10 棟判定可能と想定し、各町村の避難所数に応じて

算出した。 
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８ その他 

被害状況により、木曽管内の判定士で判定実施が困難な場合は、対策本部から隣接

する長野県建築士会各支部に応援要請をする。 

なお、それでも対応が困難な場合は、対策本部からその旨を実施本部へ連絡し、実

施本部はその状況を踏まえ、木曽建設事務所に応援を要請する。 

 

附則 

この要領は、令和２年４月１日から適用する。 

附則 

この要領は、令和３年４月１日から適用する。 

 
















